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　　放射能泉に關する研究・
　　　　　　　　　　（　XXII　）
トロン泉入浴と皮下組織の生癒山
岡LLI大學放射能泉研究所内科
大
?
　温泉中に含有せられるトロンの讐學的な意
義についての客観的な面明は從総見當らな
い黒田和夫博士1）は日本に於てはトリウム
系元素の放射能がラヂウム系元素の放射能よ
りも遙に優勢な，即ちトリウム系放射能泉と
呼ばるべき鑛泉が存在することを獲見し，昭
和23年8月三朝温泉に於て最高550トロン
マツへに達するトロン泉を見出すに至った・
　ト・ンの爆雷期は54・5秒であるから泉水
中のトロンは湧出後5一エ0分以内に手際上そ
の放射能を諦明し難くなる・從ってトロン泉
の馨學的な古用としては源泉中に直接入浴す
ることが最：も適當であろうと考えられる・
　從來放射能泉が浴用によりその特徴を獲訳
するにはラドン含有量最低80マツへを必要
とするといわれているが，三朝温泉には現在
までにトロン含有量100トロンマツへ以上の
源泉が1ひ以上知られているから，1・mンの放
射能のみでも十分に洗の資格た及第すると思
われる．そこで著者はトロン泉入浴によ砂果
してi・ロンが生韓内に侵入して生物肇的の攣
化を起すことができるか否かをまつ検索して
みた．
　　　　　實験方法及び實験材料
　現在世界最：強と考えられるトロン泉である
三朝温泉大橋霊泉を使用した・同源泉は凡そ
300－500トロンマツへのトロンと17－78マ
?
雄
ツへのラドンとを含有する食蜷泉で，實験當
時の泉濫は38。α源泉は凡そ深さ10－13cm，
幅10cm，長さ30　Gm程度の岩石の凹所をな
している爲實験動物としてハツカネズミを使
用した．
　as　1群：　上躯のトロン泉源泉に於てまつ
貯溜している泉水を全部汲み出した後，湧虚
したばかりの泉水中に動物を直接入浴せしめ
た・
　第2群：　同泉水を密栓した瓶内に10分
聞放置した後面泉水と同趣に保って入浴・
　第3群：　無虚置封照・
　第4群：書取後速に38。Cに迄冷却した
1．［i爾匿共同湯泉水に入1捜せしめた・山田遜共
同湯は當時150－19Gマツへのラドンを含有
しトロンを全く含有しない食壇泉であって，
大橋難泉とは比較的近鯵にあり，爾者共に著
者の所謂山田群に点する源泉である・
　第5灘：　一ケ月閥密栓，曙所に貯冷した
111田匝共同湯泉水を38。Cに暖めたものに入
浴
　浴時閥は凡て10分聞，毎日1回3日闇連罐
入浴せしめ最終浴後24時聞目に1％トリパ
ン青0・4％食盤水溶液を体重109毎に0・1ec
尾罐脹内注射，注射後7時間目tc皮膚を剥離
しSus几液固定・
　1群苺に6匹のハツカネズミを使用し，入
浴方法並に皮膚の生染度の判定は凡て關教授
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二巴｝の文献に三つた・
　　　　　　　實験成績
　最：も著しい皮下結合組織の青染は爲眞にも
明な檬に第4群にみられた・第1群と第2群，
第4群と第5群とを比較すると，たかだか1
匹の例外を除き毎常前者の群の生面度は後者
に格段にまさっていた1第3群の丸染度は最
も弱がつた・
　　　　　　　考　　　按
　富永氏は温泉刺戟により入浴したハツカネ
ズミの線晶系が賦活きれてその色素貧喰：能が
7［進ずることを上記と同檬の方法で讃明し，
吉田氏はトリウムの皮下注射による大黒ネズ
ミの皮下結合組織細胞の鳥喰作用充進を報告
している・一方I！enldn4）は炎症組織が静脹
内に注射せられたトリパン青を固定すること
を認め，茂貫氏’5ノは同様の事實をAi’thus氏
鏡象に際して認めたという・
　上蓮の如く泉水中のトロンは泉水湧出後
10分で1／100G以下に減少してしまうから出
際上此の閥にその作用が消失すると考えてよ
b・之に反しラドンの牛減期は3・82日である
から此の時間内には實際上その作用が攣化し
ないと考えることができよう・二って第1詳
の生噛度が第2群にまさった事實はト・ンの
刺戟によるものと考えなければならぬ・α線
は皮膚を通過し得ないから皮下結合組織の攣
化は1・ロンが皮膚を通過して皮下に達したこ
とを示す・
　即ち以上の實験によリトロン泉ri」のトロン
の生物學的作用が確謹せられたと思われる・
　次に200マツへ程度のラドン泉は一ケ月の
貯藏によりラドン泉としての資格を失うこと
が明であるから，第4群と第5群との差はラ
’ドンめ作用を示すものと考えなければなら
ぬ．
　ラドン泉であ『る山田匿共同湯の刺戟作用が
』ト・ン泉である大橋叢泉の刺戟作用よりも強
1く現われた一つの原因は，トロンの牛減期が
著しく短いことにあると思われる・即ちトロ
ン泉水のト・ン含有量は湧出直後の泉水の価
よりも實際ヒの溜った浴水の値が著しく小さ
くなるのが普通である・ラドンはトロンに比
七著しく安定である爲に立際上の墨水の放射
能はラドン泉に見てトロン泉におけるよりも
大℃あったのではないかと想像せられる・
　　　　　　　結　　　語
　ト・ン泉の入浴により泉水中の1・・ンが被
験動物の皮下結合組織の色素揖取を元進せし
めることを言登明した・
　（本論文の要旨はrl島国24年4月5日，
氣候學會総會に於て磯表した．）
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放射能泉入浴後皮膚の放射能
岡山大學放射能泉川：究所内科
大
?
　ラドン泉入浴中皮膚を通してラドンが吸牧
されると同時にラドンの短短命の壌攣物であ
るR翫A，1軌B，Ra，　C等所謂放射性沈降物
が皮膚に沈着することが想像される・之等の
沈降物は浴後も荷暫時放射倉旨を獲回しその中
露線及び目線は皮下組織までにも作用しうる
ことが考えられる・
　立際の放射能墨入浴後の皮膚にどの程度に
之等の放射性沈降物の放射能が諮明せられる
かを槍索する目的で著者は三朝濃泉の11源
泉水に就て，室盗に於て10分聞之等の泉水
に左示指を第二關節まで浸した後，指を振っ
て水を切りそのまま自然乾燥にまかせて直に
「Geiger　M貴11er計藪管の窓の下に指を保持し，
放射線を計測してみた・5分問計測し毎分の
雫均値を表に掲げた・
　使用した計主管は日本据膳製放射線計敷面
置で，窓の部分に100　ttのアルミ籔がはって
あるからα線は計測されない・
・表に：BGと書いたのはバックグラウンドの
激で，試験指のカウントをとる前後各5分間
の毎分雫均値を記載した・泉水に浸す前に左
示指の放射能が：BGに甥し有意の差を示さな
いことを毎回確めてから實験を行った・
　實験は昭和24年1月下旬から2月上旬に
かけて行ったが，泉水のラドン含有量はなる
べく當日同一試料に就きIM泉効計で測定し
左値を揚げた・泉水の採取は當日午前に行い，
?
雄
多くは午後に實験を行った・表に明な様に泉
水のラドン含有量の大なるもの程浸した指の
放射能も大きい傾向が認められる・ラドン含
有量と計敷管のカウントとの間には
　　　　　　　　　　　〆　頁ヨ「「ヒ0・88N＝11　t・ttノー一i一，，＝825
　　　．．．（t＝＝4．731　a＝O．Oel）
と云う正相關が域立する・併し誤差計算をし
てみると，150マツへ以．hの2源泉水に就て
のみ浴後の皮膚のカウントが：BGにi干し有意
の差を示した・
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　放射能泉入浴後皮膚の放射能
　ルラー言卜藪：管に：よるカウント．
　さて上蓮の實験に於ては指を泉水から出し
て後水をきったのみで自然乾燥に任せたので
あるが，實際の入浴に際しては盗泉から上る
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際に手拭で皮膚を拭うとか，場合によっては
淡水で身体を洗い流してから手拭で更に皮膚
を拭うのが普通である・
　そこで山田涯共同湯泉水に10分間指を浸
した後泉水にしめし，固くしぼった手拭で指
を拭？た場合と，泉水から出した指を水道水
で洗V・流した後乾いた清浮な布で拭bた場合
とにつきその放射能を測定した・實験は数回
反復したがその1例を表示した・卒均値でみ
ると始めの場合には輕度乍ら指に放射能が誰
明せられ，後の場合には全く謹明されていな
い・始めの場合も槍定すると有意な程の差で
はない・・即ち此の程度の放射能丁丁浴後に身
体を洗い流したり手拭で浴水を拭いとったip
すると浴後に残存する皮膚の放射能は上蓮の
：方法で讃明ざれ難い程度に迄減弱してしまう
のである・叉山田匪共同湯枕湯に10分聞浸し
た指をそのまま自然に乾燥せしめた後物体に
鯛れない様に1時朋保持した後計鍛管にかけ
て放射能を測定した成績も1例を表に掲げた
が，此の場合にも術輕度の放射能が讃明され
た．浴直後よbは著しく小さな値であった・
　　　　　　　総　　　括
　Ge・ger　Mullcr計数管により放射能泉入浴
後の皮膚から放射線が出ていることを諦i明し
た・併し三朝温泉中最もラドン含有量の高い
山田置共同瘍洛の場合でも浴後皮膚を拭った
淡水で洗い流したりすると，上蓮の浴後皮膚
の放射能は諮明され難い程度に迄減弱する．
（本論丈の要旨は、昭和24年4月日本淑泉氣候學會に於て炎表した．）
